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連盟 規約 
 

昭和  年  月  日制定、 

2000.1.30改正、2006.1.28改正、2007.1.24改正、 

2016.1.23改正、2017.1.21改正、2019.1.26改正、 

2021.2.27改正、2022.3.13改正、2023.1.21改正 

 

第１章 総則 

第１条（名称） 

本連盟は、東北大学バレーボール連盟（以下、本連盟という。）と

称する。 

英文においては、Tohoku University Volleyball Federation（略

称：ＴＵＶＦ）と表示する。 

 

第２条（事務局） 

   本連盟は、事務局を宮城県に置く。 

 

 

 

 

 

 

第２章 目的及び事業 

第３条（目的） 

   本連盟は、東北の大学バレーボール競技団体を統括し、大学バレ

ーボール競技の技術力の向上と健全な指導・普及・発展、大学相

互の親睦、大学スポーツ界の発展、国内外のバレーボール団体と

の交流、国際間の親善を図るとともに、バレーボールを通して学

生の心身の健全な発達と明るく豊かな学生生活に寄与することを

目的とし、その目的達成のため、次の事業を行う。 

 

第４条（事業） 

   本連盟は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。   

   （１）全日本大学バレーボール連盟（以下、「ＪＵＶＦ」という。）

への登録 

   （２）春秋のリーグ戦および各種大会の開催及び主管 

   （３）ＪＵＶＦ主催の競技会の東北地区における主管 

   （４）東日本大学バレーボール選手権大会の開催及び主管または 

応援・協力 

   （５）大学バレーボールの普及、振興に関する事業 

   （６）大学バレーボール指導員及び審判員の育成事業 

   （７）大学バレーボールに関する情報提供サービス業 

   （８）大学バレーボール関連における商品化の企画・制作・販売 

  業 

   （９）大学バレーボールに関する知的財産権の管理事業 

   （10）その他ＪＵＶＦ及び本連盟の目的を達成するために必要な 

事業 

   （11）バレーボールの普及、振興に関する事業 

   （12）その他前各号に掲げる事業に付随又は関連する事業 
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第５条（連盟の構成員） 

   前条の目的を達成するため、東北地区（青森県、岩手県、秋田県、

宮城県、山形県、福島県）６県に所在する大学を以て本連盟を構

成する。 

 

第６条（支部機構） 

（１）本連盟は支部機構として、北奥羽ブロック委員会及び南奥羽ブロ

ック委員会を設ける。 

（２）北奥羽ブロック委員会及び南奥羽ブロック委員会の事務局は、各々

岩手県及び宮城県に置く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 会員及び組織 

第７条（会員及び組織） 

（１）本連盟は、東北地域に所在する学校教育法による大学またはこれ

に準ずる大学（以下、大学という。）のバレーボール部で、かつ当

該大学が代表するバレーボール部であることを認めたもので、本

連盟に加盟を希望する部を会員として組織する。なお、一つの大

学で男子・女子を加盟させるときは、それぞれ独立した会員とす

る。 

（２）各キャンパス単位、または学部単位で大学公認の体育会などにチ

ームが所属している場合は、理事会の承認を受けたうえでそのキ

ャンパス単位、または学部単位での加盟を認める。 

（３）本連盟は、ＪＵＶＦに所属し、本連盟に加盟する大学は自動的に 

 ＪＵＶＦに加盟するものとする。 
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第４章 加盟・登録及び脱退 

第８条（加盟及び登録） 

（１）加盟及び登録に関する手続等は、別に定める登録内規による。 

（２）本連盟への加盟は、理事会の承認を必要とする。 

（３）本連盟への加盟および登録に際しては、本規約細則に定める加盟

料、登録料、個人登録料を納入する。 

（４）本連盟に加盟を認められた大学は、ＪＵＶＦ加盟料を納入しなけ

ればならない。 

（５）本連盟加盟大学は、毎年５月２０日までに所定の手続きでＪＵＶ

Ｆの登録手続きを完了しなければならない。 

（６）一旦納入された加盟料、登録料、個人登録料は、理由の如何を問

わず返還しない。 

 

 

第９条（退会） 

   本連盟から退会を希望する場合は、別に定める登録内規による。 

 

第 10条（加盟大学の義務） 

（１）加盟大学は、連盟が掲げる規程・規約を遵守しなければならない。 

（２）加盟大学は、公益財団法人日本バレーボール協会および各県バレ

ーボール協会（以下、協会という。）、ＪＵＶＦあるいは本連盟が

主催または主管する競技会に出場する場合には、本連盟に有効に

登録された部員をもってチームを構成しなければならない。 

（３）加盟大学は、協会及びＪＵＶＦあるいは本連盟が主催または主管

する以外の競技会に出場する場合及び別途競技会を開催する場合、

また海外に遠征試合を行う場合には事前に、本連盟に届け出なけ

ればならない。 

 

第５章 役員 

第 11条（役員の定数） 

本連盟に下記の役員を置く。 

（１）会長                   １名 

（２）副会長                 若干名 

（３）名誉顧問                若干名 

（４）顧問                  若干名 

（５）参与                  若干名 

（６）理事長                  １名 

（７）副理事長                 ３名 

（８）常任理事                 ７名 

（９）理事（(1),(2),(6),(7),(8)を含む。）   ３０名 

（10）運営理事                若干名 

（11）専門委員会委員長            若干名 

（12）監事                   ２名 

（13）学連委員長                １名 

（14）学連副委員長               ２名 

（15）北・南奥羽ブロック委員長         ２名 

（16）北・南奥羽ブロック副委員長        ２名 

（17）学連委員            加盟大学各１名 

（18）リーグ運営委員         男女各部各１名 

※最下部とその一つ上の部については、 

合わせて１名とすることもできる。 

 

第 12条（会長） 

（１）会長は理事会において推薦し、総会において選任する。 

（２）会長は本連盟を代表し、会務を統括する。 
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第 13条（副会長） 

（１）副会長は理事の中から会長が指名し、理事会において選任する。 

（２）副会長は会長を補佐し、会長不在のときは、あらかじめ会長が指

名した順序により、会長の職務を代行する。 

 

第 14条（名誉顧問・顧問） 

（１）名誉顧問は、本連盟会長経験者を理事会において推薦し、会長が

これを委嘱する。 

（２）顧問は、本連盟に特に功労のある者を理事会において推薦し、会

長がこれを委嘱する。 

（３）名誉顧問及び顧問は、本連盟の重要事項について、理事会の諮問

に応じ、理事会に出席し意見を述べることができる。 

 

第 15条（参与） 

（１）参与は、本連盟に功労のあった者で理事会の推薦を受けた者を会

長が委嘱する。 

（２）参与は本連盟の運営について会長の諮問に応ずる。 

 

第 16条（理事長・副理事長） 

（１）理事長は、理事の互選により、会長が委嘱する。 

（２）副理事長は、理事の中から理事長が指名し、会長が委嘱する。 

（３）理事長は、総会並びに理事会の決議及び本規約に基づき、会長を

補佐し理事会を統括して会務を執行する。 

（４）副理事長は理事長を補佐し、理事長不在のときは、理事長の職務

を代行する。 

 

第 17条（常任理事） 

（１）常任理事は、理事の互選により選出され、会長が委嘱する。ただ

し会長・副会長・理事長・副理事長は除く。 

（２）学連委員長及び学連副委員長は、必ず常任理事に選出されるもの

とする。 

（３）常任理事は、本連盟の重要事項の提案・立案・審議等に参画し、

会長・副会長・理事長・副理事長を補佐し、会務の執行を助ける。 

 

第 18条（理事） 

（１）理事は学識経験者理事及び学生理事によって構成されるが、その 

選任は総会においておこなわれる。 

（２）理事３０名の構成は下記によるものとする。 

（イ）学識経験理事 １５名 

    （ロ）学生理事  １５名 

（３）理事は理事会を構成し、本連盟の重要事項を審議する。 

（４）理事会は、本規約の定めに従い、推薦・指名・互選等の方法によ

り、会長・副会長・理事長・副理事長・事務局長及び専門委員会

委員長を選任する。また会計担当理事を２名選出する。１名は学

生とし、会計担当理事は、本連盟の経理を執行する。 

 

第 18条の 2 （事務局長） 

（１）事務局長は学識経験者理事の互選により、会長が委嘱する。 

（２）事務局長は本連盟の事業に関する業務を執行する。 

（３）事務局長は学連委員会を掌理し本連盟が主催する試合の運営に代

表委員と共にあたる。 

 

第 19条（運営理事） 

（１）理事会は、業務の円滑な遂行に必要と認めたとき、運営理事を選

任することができる。 

（２）運営理事は、理事会において選任し、会長が委嘱する。 

（３）運営理事は、理事会に出席し、意見を陳べることができるが、採

決には加わらない。 
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第 20条（専門委員会委員長・専門委員） 

（１）第 34条に規定される各専門委員会の委員長は、理事の中から理事 

   の推薦により選任され、会長が委嘱する。 

（２）各専門委員会の委員は、委員長の推挙により理事会が審査の上選

任し、会長が委嘱する。なお、専門委員は理事である必要はない。 

 

第 21条（監事） 

（１）監事は、理事会の推薦に基づき、総会において選任される。１名

は学生とする。 

（２）監事は、本連盟の財産の状況を監査するとともに、理事の業務執

行の状況を監査し、必要に応じ、総会または理事会に対して監査

結果を報告する。 

 

第 22条（学連委員長・学連副委員長） 

（１）学連委員長は、学連委員総会において、学連委員の選挙により選 

出され、会長がこれを委嘱する。 

（２）学連委員長は、学連委員総会の議長を務め、加盟各大学の意思を  

   代表する。 

（３）学連副委員長は、学連委員長が指名し、会長がこれを委嘱する。 

（４）副委員長は、委員長を補佐し、委員長不在のときは委員長の職務 

を代行する。 

（５）委員長及び副委員長は、学連委員総会を代表し、理事として理事

会に出席し、本連盟の運営に貢献する。 

 

第 23条（学連委員） 

（１）学連委員は、加盟各大学を代表する委員として、各大学から１名 

ずつ選出される。なお、男子・女子の両チームを登録した大学は 

男女それぞれ１名ずつの学連委員を選出しなければならない。 

（２）学連委員は学連委員総会を組織し、本連盟の運営に関する重要案

件を学生の立場で検討し、必要と思われる案件を理事会あるいは

総会の審議に供するとともに、本連盟の事業推進に必要な業務を

遂行する。 

 

第 24条（リーグ運営委員） 

（１）加盟大学は、毎年春秋に開催されるリーグ戦を、別に定める方法 

により、部別に構成するが、その各部は所属する大学の学連委員 

の互選によりリーグ運営委員を選出する。 

（２）リーグ運営委員は、リーグ運営会議を構成し、リーグ戦の運営に

関する諸事項を検討・実施する。 

（３）リーグ運営委員の所属する大学がリーグ戦の結果、他部に昇降し

た場合は改選される。 

 

第 25条（役員の任期） 

（１）学識経験者役員の任期は２年とする。 

（２）学生役員の任期は１年とする。 

（３）欠員補充により就任する役員の任期は 前任役員の残任期間とす 

る。 
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第６章 会議 

第 26条（会議の種類） 

本連盟の重要事項を審議するため、下記の会議を置く。 

    （１）総会 

    （２）常任理事会 

    （３）理事会 

    （４）学連委員会総会 

    （５）代表委員会 

    （６）専門委員会 

 

第 27条（総会） 

（１）総会は理事及び学連委員によって組織され、本連盟の最終決議機

関とする。 

（２）通常総会は、年１回（原則として１月）会長が召集し、議長とな

る。 

（３）臨時総会は、会長が必要と認めたとき、会長が召集し、議長とな

る。 

第 28条（総会の決議） 

（１）総会は、理事及び学連委員の過半数の出席を以て成立する。ただ 

し、総会議事につき書面を以て委任状を提出した者は出席とみな 

す。 

（２）総会の議決は、出席者の過半数を以て決定する。ただし、可否同

数の場合は議長の決するところによる。 

 

第 29条（総会の決議事項） 

   総会において下記の事項を議決する。 

    （イ）事業計画及び収支予算 

（ロ）事業報告及び収支決算 

（ハ）本連盟の重要な規約等の改正及び制定 

    （ニ）その他、本連盟の事業に関する重要事項で理事会が必要 

と認めた事項 

 

第 30条（常任理事会） 

（１）常任理事会は、会長・副会長・理事長・副理事長及び常任理事に 

より組織される。 

（２）常任理事会は、本連盟の重要事項に関し、提案・立案・審議を行

い、その討議結果を理事会及び必要に応じ、総会の議決に委ねる。 

（３）常任理事会は、理事長が必要と認めたときに招集し、議長となる。 

 

第 31条（理事会） 

（１）理事会は、通常年２回会長が召集する。また、会長が必要と認め 

るとき、あるいは、理事の過半数から理事会に付すべき事項を示 

して召集を請求されたときには、その請求から３週間以内に臨時 

理事会を会長が招集する。 

（２）理事会は、総会議決事項を事前に審議するとともに、その他の重 

要事項を審議・議決する。 

（３）理事会の議長は、会長がその任に当たり、出席理事の過半数を以

って議決する。可否同数の場合は、議長の決するところによる。 

 

第 32条（学連委員総会） 

（１）学連委員総会は年１回学連委員長が召集し、議長となる。 

（２）学連委員総会は、下記の事項を学生の立場で検討し、必要と思わ

れる案件を理事会あるいは総会に提議する。 

    （ア）本連盟総会付議事項 

    （イ）年度活動方針及び活動計画 

    （ウ）学生役員の選任 

    （エ）その他理事会より検討を要請された事項、あるいは加盟

大学より検討を要請された事項 

（３）学連委員総会は、学連委員の過半数の出席を以って成立し、その
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議決は出席者の過半数を以って決する。なお、予め書面を持って

委任状を提出した者は出席とみなす。また、議決が可否同数の場

合は、議長の決するところによる。 

（４）各学連委員は、各自の所属する大学の意見を十分にまとめ、それ 

を代表する。 

 

第 33条（リーグ運営会議） 

（１）リーグ運営会議は、通常年２回春秋のリーグ戦開催の４週間前ま 

でに学連委員長が召集し、議長となる。 

（２）リーグ運営会議は、主として春秋のリーグ戦運営に関する事項を

討議するほか、学連委員総会の付議事項を審議する。そのため、

リーグ戦に参加を予定しているチームは、必ず参加すること。 

（３）リーグ運営会議は、リーグ運営委員の過半数の出席を以って成立

し、その議決は出席者の過半数を以って決する。なお、予め書面

を持って委任状を提出した者は出席とみなす。また、議決が可否

同数の場合は、議長の決するところによる。 

（４）リーグ運営に関し、理事長が必要と認めたときには、各部の単位

または合同で、拡大リーグ運営会議を開催することがある。その

際は、１週間前までに理事長が招集し、議長となる。その際のメ

ンバーは、大会主要役員（大会委員長、競技委員長、審判委員長、

学連委員長）及びリーグ運営委員、各チームの代表者とする。な

おチーム代表者以外に監督等がオブザーバーとして参加すること

もできる。 

 

第 34条（専門委員会） 

（１）本連盟に次の委員会を置く。 

（ア）総務委員会 

（イ）広報委員会 

（ウ）強化委員会 

（エ）競技委員会 

（オ）審判委員会 

（カ）指導普及委員会 

（キ）科学研究委員会 

（ク）ビーチバレーボール委員会 

（ケ）危機管理委員会 

（２）各専門委員会の業務、運営については、別に定める専門委員会規 

程によるものとする。 

（３）専門委員会の設置、廃止は理事会の決議による。 

（４）専門委員会の決定事項は理事会の承認を要する。 

 

第 35条（議事録） 

（１）本連盟のすべての会議は、議事録を作成の上保存するとともに、 

本連盟の役員あるいは加盟大学からの要請があった場合には閲覧 

に供さなければならない。 

（２）特に総会の議事録は本連盟に登録されたすべての大学に送付され 

る。 
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第７章 会計 

第 36条（会計年度） 

（１）本連盟の会計年度は毎年１月１日より 12月 31日までとする。 

（２）本連盟の資産は次の収入によりなるものとする。 

    （ア）本連盟への加盟料及び登録料 

    （イ）本連盟主催の事業に伴う収入 

    （ウ）本連盟の資産から生ずる収入 

    （エ）寄付金品 

    （オ）その他の収入 

 

第 37条（収支予算及び決算） 

（１）本連盟の収支予算は理事会の審議を経て、総会の承認を受けなけ

ればならない。 

（２）本連盟の収支決算は、会計担当理事の責任において、正確に記帳、

保管され、監事の監査、理事会の審議を経て、総会で承認される。 

 

 

 

 

 

 

 

第８章 賞罰 

第 38条（表彰） 

   本連盟のため、特に顕著な貢献をした者を理事会の決議により表

彰することができる。 

 

第 39条（懲罰） 

     本連盟の名誉を毀損し、または、本連盟の規約及び決議に従わな

い加盟大学、役員に対し、理事会の決議により、次の懲罰を課す

科すことができる。ただし、除名及び罷免については理事会の審

議を経て、総会の承認を受けなければならない。 

（ア）戒告 

（イ）譴責 

（ウ）権利停止 

（エ）除名 

（オ）罷免 

（カ）その他の処分 
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第９章 補則 

第 40条（規約の改正または変更） 

 本規約は理事会の審議を経て、総会の決議により改正あるいは変

更することができる。 

 

第 41条（付則・細則） 

（１）本連盟は本規約の実施のために必要な付則、細則を理事会の決議

により設けることができる。 

（２）前条の付則、細則の改定あるいは変更は理事会の決議により

行う。 

 

付則 

本規定は、２０２３年１月２１日から改正施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

細則 

第１条（加盟料） 

 本連盟規約第８条規定の加盟料は、１会員あたり２０，０００円

とする。 

 

第２条（登録料） 

 本連盟規約第８条規定の登録料は、１会員あたり毎年１５，００

０円とする。 

 

第３条（個人登録料） 

 本連盟規約第８条規定の個人登録料は、一人あたり１，５００円

とする。 

 

第４条（理事会をもって最終決議とする事項） 

次に掲げる事項については、総会の議決を要さず理事会の決議を

もって最終決議とする。 

（１）副会長、名誉顧問、顧問、参与、理事長、副理事長、運営理

事、事務局長、専門委員会委員長および会計担当理事の選任 

（２）本規約の付則、細則の新設・改訂・廃止 

（３）各種規定、内規の新設・改訂・廃止 

（４）専門委員会の設置・廃止および規定の改廃 

（５）専門委員会の審議事項の採択 

（６）特別委員会の設置・廃止および委員長・委員の選任 

（７）特別委員会の審議事項の採否 

（８）その他総会の議決により委任された事項 

（９）全日本大学選手権大会・東日本大学選手権大会等が東北地区

で開催される場合の主管 
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登録内規 
 

2019年 1月 26日制定、2023.1.21改正 

 

第１条（目的） 

本内規は、東北大学バレーボール連盟（以下「本連盟」という。）

規約第８条および第９条に基づき、本連盟が主催する公式試合に

参加する加盟大学（以下、「チーム」という。）と選手及びチーム

スタッフ（以下、「構成員」という。）の登録に関する手続きなど

を定めることを目的とする。 

 

第２条（登録の義務） 

（１）チームは、この内規の定めるところにより、チームおよび構成員

を本連盟に登録しなければならない。 

（２）チームは、公益財団法人日本バレーボール協会（以下「ＪＶＡ」

という。）への登録を必須とする。なお、ＪＶＡへの登録について

はＪＶＡ「チーム及び選手登録規程」による。 

（３）本連盟の登録は、毎年４月１日から翌年３月末日までとする。 

 

第３条（登録の方法） 

（１）チーム登録および構成員の年度更新は、ＪＶＡメンバー制度登録

システム（以下「ＪＶＡ－ＭＲＳ」という。）を使用して毎年３月

１５日より３月末日までに行う。 

（２）登録に関する次の文書を添えて、毎年４月１０日までに本連盟に

提出しなければならない。あわせて本連盟規約細則に規定された

登録料を納入しなければならない。 

（イ）ＪＶＡ－ＭＲＳのチーム一覧表 

  （ロ）登録料の振込内訳書 

（３）納入した登録料は、理由のいかんを問わず返還しない。 

（４）登録の追加、変更、抹消は、いつでも行えるものとする。 

 

第４条（ＪＵＶＦへの登録および登録料） 

（１）チームは、自動的に一般財団法人全日本大学バレーボール連盟（以

下「ＪＵＶＦ」という。）に登録するものとする。なお、ＪＵＶＦ

への登録についてはＪＵＶＦの定める内規による。 

（２）チームは、ＪＶＡ－ＭＲＳによりＪＶＡへの登録を行う際に、Ｊ

ＵＶＦ規約等に規定された登録料を納入しなければならない。 

（３）チームは、原則として毎年５月２０日までに登録データを、本連

盟に提出しなければならない。 

 

第５条（大会出場資格） 

   本連盟の公式試合への出場は、登録チームの登録構成員でなけれ

ばならない。 

 

第６条（二重登録の禁止） 

   本連盟及びＪＵＶＦへの選手登録は１人１チームとし、重複して

登録してはならない。 

 

第７条（学生の構成員） 

（１）本連盟に登録できる学生の構成員は、以下のとおりとする。 

  ① 選手は、同一大学の学生で構成すること。 

  ② 同一学校法人で４年制大学の他に別名称の短大を併設している

場合は、４年制大学のチームに参加できる。 

  ③ 大学が敷設する大学院、聴講生、科目履修生、通信教育課程、

研究コース・専攻科、留学生別科等に所属の学生は登録を認め

ない。 

（２）登録有効年数は、その構成員が所属する学部が定める最短修業年

数とする。 

  ① 編入学等により他大学へ移動した登録者の登録年限は、原則と
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して移動以前の初年度登録時より通算した移動後の大学の最

短修学年数とする。 

  ② 休学からの復学者は在学年限内において登録申請を認めるが、

なお、社会人入学、転校または転学した者は既登録年数を差し

引いた残余年数とする。 

     例１：短大の学生が短大で２年登録した後、他の大学へ編入

した場合は、残り２年となる。 

     例２：１年次に登録せず、２年次から登録した場合は、３年

とする。（入学時からの最低修業年数とするため） 

（３）加盟大学間の登録者の移動は、次の通りとする。 

  ① 同一大学内で大学、短大、キャンパス、学部の各単位でチーム

登録している場合は、チーム間の登録者移動は認めない。 

  ② ただし、授業の拠点が変わるなどの配慮すべき事由がある場合

は、理事長の判断で特例として認める場合がある。 

 

第８条（チームスタッフの登録） 

（１）部長は、当該大学の教職員とし、登録を必須とする。 

（２）チームスタッフは、ＪＵＶＦに登録された他大学への登録はでき

ない。 

（３）同一大学で男女間のチームスタッフについては兼務を認める。 

  ① 当該大学の学生については兼務を認めない。 

  ② 兼務で出場できる大会は、本連盟及びＪＵＶＦ主催大会に限る。 

（４）トレーナーで登録する場合には、次の資格を必要とする。 

  ① 医師、看護師等の医療資格取得者 

  ② トレーナー指導者資格所有者 

  ③ 当面の間、ＪＵＶＦ科学研究委員会が認めた健康・安全管理及

び救急救命・応急処置等の講習会に参加し認定書を交付された

者も認める。 

 

 

第９条（外国国籍者の登録） 

   外国国籍者の登録についてはＪＵＶＦの定める内規による。 

 

第１０条（追加登録） 

（１）チームは、その構成員の追加あるいは変更がある場合は、遅滞無

く本連盟に届出なければならない。 

（２）構成員の追加あるいは変更は、本連盟がこれを受理した日よりそ

の効力を発生するものとする。ただしリーグ戦期間については、

大会要項で定められた期限までに提出しなければならない。 

（３）選手の追加登録は、東北学連の口座に個人登録料が入金されてい

る状態でなければ受理がなされない。  

 

第１１条（登録の取消） 

   本連盟に登録または追加登録した選手で、理事会が本内規に違反

していると判断した場合は、その登録を取り消すことがある。 

 

第１２条（新規加盟および加盟料） 

（１）本連盟に加盟を希望する大学は、本連盟加盟申請書に部長の署名・

捺印の上、所定の次の文書を添えて本連盟に申請する。 

  （イ）加盟申請書 

  （ロ）構成員名簿（学生は氏名、学年、学部を記載すること。書式

は任意） 

（２）本連盟への加盟は、理事会の承認を必要とする。ただし、過去に

本連盟への加盟実績がある場合は、承認を必要としない。 

（３）本連盟へ加盟する大学は、本規約細則に規定された加盟料及びＪ

ＵＶＦが定めた加盟料を納入しなければならない。 

（４）納入した加盟料は、理由のいかんを問わず返還しない。 
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第１３条（退会） 

（１）チームが本連盟より退会する場合は、本連盟退会届に部長の署名・

捺印をしたうえで本連盟に届出なければならない。 

（２）本連盟退会をもって同時にＪＵＶＦからも自動的に退会すること

とする。 

 

第１４条 （改 正） 

 本内規を改正しようとするときは、理事会の決議により、これを

行う。 

 

細則 

１．ＪＶＡチーム及び選手登録規程第２０条により、大学以外のチー 

 ムに重複して選手登録を行う場合の届出については以下のとお 

 りとする。 

（１）Ｖリーグ所属チームに選手登録をする場合は、学連委員長まで

届け出ること。 

（２）国体出場（予選会を含む）のため、各県のクラブチームに登録

する場合は、学連委員長まで届け出ること。 

（３）上記以外でクラブチームに登録する場合は、本連盟に提出され

ているＪＶＡ－ＭＲＳのチーム一覧に重複チーム名が記載され

ている場合は、届出を省略できる。 

 

付則 

 本内規は、２０１９年２月１日から施行する。 

 本内規は、２０２３年１月２３日から改正施行する。 

 

以上 
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2006年 1月  日制定、 

 

東北大学バレーボール連盟の経理を厳正かつ適正に行うため、東北大学

バレーボール連盟規約第７章に基づきこの規則を制定する。 

 

１．会計責任者 

    会計責任者は、理事長とする。 

 

２．会計担当者 

    会計は、会計担当理事が担当する。 

 

３．会計の原則 

  イ．収入  ①加盟校からの納入は、全て指定銀行振込みとする。 

        ②試合会場等で現金の入金があった場合は、速やかに

会計担当理事に納付する。 

         （入金された現金から直接支出することは認められ

ない） 

  ロ．支出  ①支出は原則として、銀行振込みとする。 

        ②止むを得ず銀行振込みの出来ない場合は、前もって

会計担当理事に「前払い金請求書」を提出し、現金

を受け取ることとする。 

        ③「前払い金請求書」による現金精算は、７日以内に

行わなければならない。 

        ④立替払は原則として認めない。 

         但し、止むを得ない場合は、会計担当理事の承認を

得た上でこれを認める。 

 

４．預金管理 

 イ．通帳名義は、理事長名義とする。 

 ロ．保管管理者並びに出納責任者は会計担当理事とする。 

 

５．現金管理 

    現金管理責任者は、会計担当理事とする。 

 

６．事業決算 

    会計担当者は、各大会・事業等終了後、速やかに理事長に事業

の決算内容を報告すること。 

 

７．規則の改正 

    本規則の改正は理事長が発議し、理事会の議を経て会長が承認

する。 

 

（付則） この規則は、２００６年度会計から適用する。 

 

 

 

  

会計規則 
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リーグ戦内規 
 

昭和   年  月  日制定、 

2011.3. 6改正、2019.1.26改正、2020.1.25改正 

2023.1.21改正 

 

１（加盟校の権利と義務）   

東北大学バレーボール連盟（以下、当連盟と称す）に加盟するチー

ムは、リーグ戦に参加する権利と義務を保持する。  

     

２（競技規則）   

当該年度公益財団法人日本バレーボール協会６人制競技規則による。

ただし、本内規および大会申し合わせ事項を定めている場合は、そ

れに基づく。  

   

３ （競技方法）   

（１）男子１部 

８チームによる１回戦総当り予選リーグの後、上位・下位に分か

れての順位決定リーグを行う。全試合５セットマッチとする。  

（２）女子１部・男女２部 

６チームによる１回戦総当り予選リーグの後、上位・下位に分か

れての順位決定リーグを行う。全試合５セットマッチとする。  

（３）男女３部・男女４部 

６チームによる１回戦総当り予選リーグの後、上位・下位に分か

れての順位決定リーグを行う。全試合３セットマッチとする。  

（４）ただし、参加チーム数により、各部の編成を行い、その部が５チ

ーム以下になった場合は、以下の通りとする。 

① ５チームリーグ、４チームリーグ 

  ２回戦総当りのリーグ戦 

② ３チームリーグ 

      ３回戦総当りのリーグ戦  

（５）救済措置などでリーグ戦の構成チーム数が多くなった場合は、上

記の方法によらず運営を行うことができる。その場合は、リーグ

運営会議で競技方法を決定する。 

（６）順位決定リーグのチーム数は、別表１の通りとする。 

  

      別表１：順位決定リーグのチーム数  

    

 

  

   

 

４（順位決定方法）   

（１）勝率の高いチームを上位とする。２つあるいはそれ以上のチーム

が同率となった場合は、セット率の高いチーム、セット率も同率

の場合は、得点率の高いチームを上位チームとする。勝率、セッ

ト率、得点率も同率の場合は、当該チーム同士の勝率、セット率、

得点率で決定する。 

（２）順位決定リーグの成績に、予選リーグの成績は持ち越す。 

（３）順位決定リーグ後の上位リーグと下位リーグの入替は行わない。  

    

５（競技日程および試合順）   

（１）競技日程および試合順は、原則、別表２の通り編成するが、会場

の借用条件および遠方のチームを配慮し、変更することが出来る。 

  

  

チーム数 6 7 8 

上位リーグ 3 4 4 

下位リーグ 3 3 4 
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 別表２：順位決定リーグ戦のチーム数  

【規定チーム数の場合　（男子1部8チーム、他各部6チーム）】

①男子１部  （第1日～第7日　予選リーグ、第8日～第10日　順位決定リーグ）

第１日 前回1位 × 前回8位 第５日 前回1位 × 前回4位 第８日 予選1位 × 予選4位

前回2位 × 前回7位 前回2位 × 前回3位 予選2位 × 予選3位

前回3位 × 前回6位 前回5位 × 前回8位 予選5位 × 予選8位

前回4位 × 前回5位 前回6位 × 前回7位 予選6位 × 予選7位

第２日 前回1位 × 前回7位 第６日 前回1位 × 前回3位 第９日 予選6位 × 予選8位

前回2位 × 前回8位 前回2位 × 前回4位 予選5位 × 予選7位

前回3位 × 前回5位 前回5位 × 前回7位 予選2位 × 予選4位

前回4位 × 前回6位 前回6位 × 前回8位 予選1位 × 予選3位

第３日 前回1位 × 前回6位 第７日 前回1位 × 前回2位 第10日 予選7位 × 予選8位

前回2位 × 前回5位 前回3位 × 前回4位 予選5位 × 予選6位

前回3位 × 前回8位 前回5位 × 前回6位 予選3位 × 予選4位

前回4位 × 前回7位 前回7位 × 前回8位 予選1位 × 予選2位

第４日 前回1位 × 前回5位

前回2位 × 前回6位 ※男子１部は２面で行う場合、

前回3位 × 前回7位 　試合を振り分けて行なう

前回4位 × 前回8位

②女子１部、男女２部（第1日～第5日　予選リーグ、第6日～第8日　順位決定リーグ）

第１日 前回1位 × 前回6位 第４日 前回1位 × 前回3位 第６日 予選1位 × 予選3位

前回2位 × 前回5位 前回4位 × 前回5位 予選4位 × 予選6位

前回3位 × 前回4位 前回2位 × 前回6位 第７日 予選2位 × 予選3位

第２日 前回1位 × 前回5位 第５日 前回1位 × 前回2位 予選5位 × 予選6位

前回3位 × 前回6位 前回3位 × 前回5位 第８日 予選4位 × 予選5位

前回2位 × 前回4位 前回4位 × 前回6位 予選1位 × 予選2位

第３日 前回1位 × 前回4位

前回5位 × 前回6位

前回2位 × 前回3位

③男女３・４部（第1日～第3日　予選リーグ、第4日　順位決定リーグ）

第１日 前回1位 × 前回6位 第３日 前回1位 × 前回3位 第４日 予選4位 × 予選6位

前回2位 × 前回5位 前回2位 × 前回6位 予選1位 × 予選3位

前回3位 × 前回4位 前回3位 × 前回5位 予選5位 × 予選6位

前回1位 × 前回5位 前回4位 × 前回6位 予選2位 × 予選3位

前回2位 × 前回4位 前回1位 × 前回2位 予選4位 × 予選5位

第２日 前回3位 × 前回6位 予選1位 × 予選2位

前回1位 × 前回4位

前回5位 × 前回6位

前回2位 × 前回3位

前回4位 × 前回5位  

 

【規定チーム数に満たない場合】
（②が５チームの場合） （②が４チームの場合）

第１日 前回1位 × 前回5位 第４日 前回1位 × 前回5位 第１日 前回1位 × 前回4位

前回2位 × 前回4位 前回2位 × 前回4位 第４日 前回2位 × 前回3位

前回3位 × 前回5位 前回3位 × 前回5位 第２日 前回1位 × 前回3位

第２日 前回1位 × 前回4位 前回1位 × 前回4位 第５日 前回2位 × 前回4位

前回2位 × 前回3位 第５日 前回2位 × 前回3位 第３日 前回3位 × 前回4位

前回4位 × 前回5位 前回4位 × 前回5位 第６日 前回1位 × 前回2位

前回1位 × 前回3位 前回1位 × 前回3位 ※②が４チームの場合

第３日 前回2位 × 前回5位 第６日 前回2位 × 前回5位 　1日3試合ずつ4日間で

前回3位 × 前回4位 前回3位 × 前回4位 　行う場合もある

前回1位 × 前回2位 前回1位 × 前回2位

（③が５チームの場合） （③が４チームの場合） （③が３チームの場合）

第１日 前回1位 × 前回5位 第１日 前回1位 × 前回4位 第１日 前回1位 × 前回3位

・ 前回2位 × 前回4位 ・ 前回2位 × 前回3位 ・ 前回2位 × 前回3位

第３日 前回1位 × 前回3位 第３日 前回1位 × 前回3位 第２日 前回1位 × 前回2位

前回4位 × 前回5位 第２日 前回2位 × 前回4位

前回2位 × 前回3位 ・ 前回3位 × 前回4位

第２日 前回3位 × 前回5位 第４日 前回1位 × 前回2位

・ 前回1位 × 前回4位 ※③が４チームの場合、

第４日 前回2位 × 前回5位 　第１日・第３日を２試合

前回3位 × 前回4位 　第２日・第４日を４試合で

前回1位 × 前回2位 　行う場合もある  
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（２）ただし、５セットマッチは１日最大２試合、３セットマッチは１

日最大３試合まで試合を行うことが出来る。  

 

６（不戦敗）   

以下の事由があった場合、当該チームを不戦敗とする。（0-25、0-25、

0-25 で敗戦したものと見なす。（３セットマッチは、0-25、0-25））

  

① 試合を棄権した場合 

② 試合開始時間になっても 6名以上の選手が揃わない場合  

③ エントリー以外の選手が競技者として出場した場合  

④ エントリーに不正があった場合 

⑤ その他、当該チームが重大な不正を犯したと認められる場合  

 

７（参加資格）   

参加チームの構成員は、当連盟に有効に登録された者でなければな

らない  

   

８（申込時のチーム構成）   

（１）申込時のチーム（大会申込メンバー）は、チームスタッフ（部長、

監督、コーチ、トレーナー、マネージャー）と選手で構成され、

人数は、以下の通りとする。 

  ① 部長      １名 （当該大学の教職員に限る） 

  ② 監督      １名 

  ③ コーチ    無制限 

  ④ トレーナー  無制限 （有資格者に限る） 

  ⑤ マネージャー 無制限 （当該大学の学生に限る） 

  ⑥ 選手     無制限 （当該大学の学生に限る） 

（２）チームスタッフの兼任は、以下の通りとする。 

  ① 部長は、監督・コーチ・トレーナーのいずれかを兼任すること

ができる。 

  ② 監督・コーチ・トレーナー・マネージャーは、部長以外のチー

ムスタッフを兼任することは出来ない。ただし、選手との兼任

はできる。 

 

９（競技者番号）   

競技者番号は、原則として 1番から１８番までとするが、やむをえ

ないときは、１番から９９番までを使用する。なお、当該リーグ戦

期間中（含入替戦）の番号変更は一切認めない。 

 

１０（チームスタッフおよび選手の追加申込）   

チームスタッフおよび選手の追加申込は、直近の火曜日までに申請

された場合に認める 

① 直近の火曜日までに、当連盟に登録が完了されたものであるこ  

  と 

② 選手は、他の申込選手と競技者番号が重複していないこと 

 

１１（各試合のベンチスタッフおよび選手のエントリー）   

（１）大会申込メンバーから、それぞれの試合の前（申し合わせ事項で

定められた時間まで）に、チームベンチスタッフ及び選手をエン

トリーする。 

（２）エントリーは、試合ごとに所定のメンバー届を大会本部に提出す

る。なお、メンバー届提出後のエントリーの変更は一切認めない。 

（３）各試合でエントリーできる人数は、大会要項で別途定める。  

    

１２（ベンチスタッフの変更）   

試合当日、予め申し込みされたチームスタッフとは異なるメンバー

でベンチスタッフをエントリーができる。  

① 大会申込メンバーから選出すること。 

② 変更の際は、所定の用紙に必要事項を記入し、エントリー時に

大会本部に提出すること。（主将の署名のないものは無効とす
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る。） 

③ 変更の有効期限は、当日のみとする。  

④ 部長についてはこの項目を適用しない。 

   

１３（リーグ構成）   

（１）１部リーグ  

① 当連盟における最上位リーグである。 

② 名称は、「１部リーグ」とする。  

（２）２部リーグ  

① １部リーグの下に、南奥羽ブロック（宮城・山形・福島の３県）、

北奥羽ブロック（青森・岩手・秋田の３県）でそれぞれ南リー

グ、北リーグが構成される。 

② 名称は、「２部南（北）リーグ」とする。  

 

（３）３部リーグ・４部リーグ  

① ２部南リーグの下に３部南リーグ、４部南リーグが構成される。

同じく、２部北リーグの下に３部北リーグ、４部北リーグが構

成される。 

② 名称は、「３部南（北）リーグ」とする。  

  

１４（リーグのチーム数）   

（１）各リーグのチーム数は、以下の通りとする。  

① 男子１部リーグ ８チーム 

② 女子１部リーグ ６チーム 

③ それ以外    ６チーム  

（２）最下部とその一つ上の部については、大会申込締切時点のチーム

数により、別表３の通り調整をし、リーグを編成する。  

 

 

 

別表３：最下部とその一つ上の部のチーム数 

     

 

 

 

 

（３）次季リーグの出場順位は、本大会の成績とその後の入替戦および

自動昇降格によって、決定される。  

ただし、入替戦および自動昇降格による昇降格チームが複数ある

場合は、次の優先順位で出場順位を決定する。  

 ① 入替戦および出場順位決定戦の勝敗  

 ② 本大会の順位  

 ③ その前のリーグ戦の順位  

 ④ 大会申込順  

   

１５（入替戦）  

入替戦については、別途内規にて定める。  

 

１６（大会および試合の棄権）   

（１）チームは、大会および試合を棄権する場合は、必ず棄権届を学連

委員長宛に提出すること。ただし、緊急の場合は、この限りでは

ない。届出をしなかった場合は、次季リーグにおいて最下部最下

位に自動降格させる。  

（２）チームが、大会申込締切日以降、試合の棄権を申し出た場合は、

不戦敗とする。 

   ① 当該試合のみを不戦敗とし、それ以外の成立した試合の結果

は生かされる。またそれ以降の試合（入替戦も含む）には出

場を認める。ただし、予選リーグの総試合数のうち半数を棄

権した場合は、予選リーグのみ全試合棄権したものとみなし、

成立した試合結果もすべて不戦敗とする。その場合は、順位

チーム合計 7 8 9 10 11 

一つ上の部 4 5 6 6 6 

最下部 3 3 3 4 5 
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決定リーグおよび入替戦の出場は認める。 

   ② 全試合棄権した場合は、入替戦出場を認めず、全日程終了後、

一つ下の部に自動降格する。降格後の順位は、入替戦終了後

に降格した部の最下位に位置付ける。 

   ③ 大会全日程の開始１４日前までに全試合棄権した場合は、そ

のチームを不参加とみなし、１７を適用する。 

（３）全国大会出場等考慮に値する理由の場合、当連盟の承認および対

戦チームの協力が得られる場合は、大会期間や順位決定に大きな

影響を与えない範囲で、日程の調整を行うことできる。 

（４）第１種学校感染症のり患などにより、大学自体が対外活動を出来

ない状態の場合は、前項と同じ扱いとする。  

   

１７（不参加チームの扱い）   

（１）チームが、大会申込を行わなかった場合は、大会不参加とし、当

該チームは、全日程終了後最下部に自動降格する。降格後の順位

は、入替戦終了後に降格した部の最下位に位置付ける。 

（２）不参加チームが発生した場合は以下のとおりとする。 

 ① 男女１部：その部のチームの補充をせず、空位のままリーグ

を行う。 

   ② それ以外：出場順位の繰り上げを行い、１４（１）（２）の通

りにリーグを再編成する。ただし、１６（２）③の場合で１

４（２）により出場部の繰り下げが発生する場合は、救済措

置として繰り下げをせずに最下部を空位のままリーグを行う。 

  

１８（新規参加チーム）   

新たにリーグ戦に参加するチームは、最下部最下位からとする。 

尚、同様のチームが２チーム以上あるときは、申込順によるものと

する。  

 

 

１９（主管・運営）   

（１）大会は、当連盟南奥羽ブロック委員会および北奥羽ブロック委員

会が主管となって実施する。ただし、３部以下は、当番校による

自主運営を原則とする。  

（２）試合会場校のチームは、当日当番校として運営を行う。  

（３）運営に関する詳細は、別途定める「リーグ運営マニュアル」によ

るものとする。  

   

２０（大会参加料）   

（１）本大会における大会参加料は、別表４のとおりとする。  

（２）本大会に出場するチームは、別表４の金額まで各チームで集めた

広告料を参加料に充当できる。 

 別表４：大会参加料、広告料 

      

 

 

 

 

（３）大会参加チームは、（１）～（２）を一括で当連盟指定口座に振込

をする。なお、一度納入した参加料等は、理由のいかんに問わず

一切返金しない。  

（４）大会参加チームの移動費・宿泊費は、自弁とする。 

 

２１（補助役員） 

（１） 大会参加チームは、定められた規則に従って、指定された補助役

員を務めなければならない。 

（２） 補助役員担当者が不足する場合は、チームの責任で他チームから

応援を求めなければならない。 

 

以上 

  男子 1部 女子１部 男女２部 ３部以下 

大会参加料 42,000  42,000  30,000 25,000  

広 告 料 30,000 30,000 30,000 15,000  
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平成 23年 3月 6日制定 

 

１（入替戦の権利と義務） 

１部を除く各部の最上位は、入替戦出場の権利を有し、最下部を

除く各部の最下位は、入替戦出場の義務を有する。 

 

２（名称） 

（１）入替戦は次の２種類とする 

   ①「１－２部入替戦」１部リーグ と２部南リーグおよび２部北

リーグ との入替戦 

   ②「下部入替戦」  ２部南リーグと３部南リーグ、３部南リー

グと４部南リーグ、２部北リーグと３部北

リーグとの入替戦 

（２）ただし、最下部と一つ上の部の入替戦は、次季リーグ戦における

出場順位決定戦となる。 

 

３（開催方法） 

（１）１－２部入替戦 

① 開催時期  リーグ戦終了後翌週の土曜、日曜を原則とする。 

② 開催場所  入替戦出場チームの体育館を原則とする。ただ

し上位チームの体育館を優先する。 

   ③ 主管    連盟直轄として行う。 

   ④ 試合方法  全試合５セットマッチとする。 

     【第１日目】試合開始１４：００（１面進行） 

男子 出場順位決定戦 ２部南１位 × ２部北１位 

女子 挑戦者決定戦 ２部南１位 × ２部北１位 

【第２日目】試合開始１０：００（１面進行） 

女子 入替戦 １部６位 × 挑戦者決定戦 勝者 

男子 入替戦① １部８位 × 出場順位決定戦 勝者 

男子 入替戦② １部７位 × 出場順位決定戦 敗者 

      ※入替戦の勝者が次季リーグで１部に出場する 

その順位は、男子①の勝者は８位、②の勝者が７位と 

なり、女子の勝者が６位となる 

 

（２）下部入替戦 

① 開催時期  １－２部入替戦終了後翌週の日曜を原則とする。 

② 開催場所  入替戦出場チームの体育館を原則とする。 

③ 主管    当面の間、南北合同開催とし、春季は南奥羽ブ

ロック委員会が、秋季は北奥羽ブロック委員会

が主管する。  

④ 試合方法  ２－３部入替戦は５セットマッチ、３－４部入

替戦は３セットマッチとする。 

 【第１日目】試合開始１２：００（２面進行） 

男女 入替戦 ３部南最下位 × ４部南最上位 

男女 入替戦 ２部北最下位 × ３部北最上位 

男女 入替戦 ２部南最下位 × ３部南最上位 

        ※入替戦の勝者が次季リーグで上位部に出場する 

 

４（不参加および全試合棄権による自動昇降格） 

（１）不参加および全試合棄権チームは、リーグ戦最終試合終了時点

で、自動降格する。 

① 空白となった順位は１つ下の部以降の自動昇格によって補填

する。 

② １部のチームが自動降格した場合は、１－２部入替戦での成

績順で昇格チームを決定する。 

入替戦内規 
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③ この場合の下部入替戦は、５（３）を適用する。  

④ 自動降格したチームの次季リーグでの出場順位は、降格した

部の最下位とする。 

 

５（１－２部入替戦による２部以下の調整および

下部入替戦実施方法） 

（１）１－２部入替戦により、南リーグ・北リー

グの構成チーム数に変動があった場合は、

２部以下の各部のチーム数をリーグ戦内

規１４に合わせるため自動昇降格が行な

われる。 

（２）１－２部入替戦の結果、１部へ昇格チーム

がなく、降格チームがある場合 

① リーグ編成を各部６チーム構成にす

るため、自動降格が発生する。 

② 自動降格があっても、入替戦出場の義

務及び権利を守るために、自動降格し

たチームを除く最下位に入替戦出場

の義務が発生する。 

   ③ よって、対戦カードは、「（自動降格チ

ームを除く）最下位 × 次部最上位」

となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１部は、男子の場合（８チーム）の例。女子１部は、６チームで構成される 

  

例１：１－２部入替戦後、２部から１部への昇格がなく、１部からの降格があった場合

①２部以下のチーム数を６にする為、各部の最下位が自動降格する

②自動降格後の「上位部の最下位」×「下位部の１位」で入替戦を行う

※各部１位の入替戦出場の権利を守るため
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２部南
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最上位最上位

最上位最上位入替戦

敗者

入替戦

敗者
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（３）１－２部入替戦の結果、１部へ昇格チームが

あり、降格チームがない場合  

① 部編成を６チーム構成にするため、自

動昇格が発生する。 

② 自動昇格があっても、その部の最下位

は、入替戦出場の義務が発生する。 

   ③ よって、対戦カードは、「最下位×（自

動昇格チームを除く）次部最上位」とな

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１部は、男子の場合（８チーム）の例。女子１部は、６チームで構成される。 

以上 

  

例２：１－２部入替戦後、１部からの降格がなく、２部から１部への昇格があった場合

①２部以下のチーム数を６にする為、各部の最上位が自動昇格する

②自動降格後の「上位部の最下位」×「下位部の最上位」で入替戦を行う

※各部最下位の入替戦出場の義務を守るため

３部南
１位

４部南
１位

４部南
１位

１部 ２部南

１部
７位
２部南
１位

３部南
３位

２部南
４位
２部南
５位
２部南
６位

３部南
１位

２部南
１位
２部南
２位
２部南
３位

４部南
４位
４部南
５位

３部南
６位

４部南
１位
４部南
２位
４部南
３位

３部南
２位
３部南
３位
３部南
４位
３部南
５位

４部南１部 ２部南 ３部南

３部南
５位

２部南
４位

３部南
４位

２部南
３位

１部
７位
２部南
１位

３部南
１位

３部南 ４部南

２部南
６位

３部南
６位

３部南
２位

４部南
２位

２部南
２位

４部南
５位

４部南
３位
４部南
４位

２部南
５位

入替戦
昇格

自動
昇格

自動
昇格

自動昇格

自動昇格 自動昇格

最上位 最上位

最下位 最下位

最下位 最下位
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リーグ内規等の取り扱いと罰則 
 

2011年 3月 6日制定、2018.1.20改正 

１．取り扱いと罰則 

リーグ戦内規及びリーグ入替戦内規、大会申し合わせ事項など定め

られた事項に対し、違反したり、不正を行ったりした場合は、チー

ムに対し試合没収や出場停止も含めた処分を行う。その際の処分は、

大会委員長、競技委員長、審判委員長、学連委員長で協議の上決定

する。なお、（公財）日本バレーボール協会および全日本大学バレー

ボール連盟の規定などで変更があった場合は、それに従うこととす

る。 

 

２．チームの責務 

（１）チームは、ルールをよく理解して試合に臨むこと。特に、監督や

コーチによる、審判の判定に対する抗議・選手に対する暴力・言

葉汚く審判や選手をなじる行為等は、競技規則に基づき厳正に対

処する。 

（２）チームは、大会運営に大きく影響を与える事項が発生した場合に

は、直ちに学連事務局へ連絡すること。学連事務局は、関係各所

と協議の上、その後の対処方法を決定する。 

    ① 大会参加を取りやめる場合、試合を棄権する場合 

    ② 競技開始時刻に遅れる場合（自チームの試合および補助役

員の割当試合） 

    ③ チーム内で事件・事故などが発生した場合 

 

３．競技開始時刻の遅刻 

（１）会場には余裕を持って到着しておくこと。また、試合の進行状況

によってはコートを変更して行う場合もあるので、他のコートの

進行状況にも注意しておくこと。 

（２）チームが試合開始時刻に遅れた場合に、試合開始時刻を遅らせる 

などの措置はとらない。ただし、大規模な交通障害などチームの

責によらない事情があり、試合開始前までに学連事務局まで連絡

があった場合は、調整を行う。 

（３）公式練習終了後、１５分以内に試合が出来る状態にならない場合

は、没収試合とし、リーグ内規６①を適用する。 

 

４．コートオフィシャルについて 

（１）コートオフィシャルの考え方 

 ① 学生の自主運営と競技上の公平性のため、すべてのチームにコー

トオフィシャルを義務付けている。 

 ② 自分たちの試合で「良いゲーム運営」をして欲しければ、担当す

る試合でも積極的に補助を行うこと。 

 ③ 集合時間の遅刻、担当業務の放棄など、大会運営に大きく影響を

与えた場合は、始末書の提出をさせることもある。 

 

（２）コートオフィシャルの責務 

 ① 割り当てられた試合の設定時間のプロトコール前（設定されてい

ない場合は、前の試合終了後１０分後にプロトコールを開始する）

に記録席に集合すること。自チームの試合後に割当がされること

が多いので、試合終了後、コートオフィシャルのスムーズな繰り

出しに協力すること。 

 ② 試合で各業務がきちんと遂行できるように、各チームで教育する

こと。 

 ③ ラインジャッジは、試合中、担当するラインを中心に的確かつタ

イムリーな判断をすること。 

   また、自身の判定に自身を持てるように、集中すること。  

 ④ ラインジャッジおよびボール・リトリバーが、タイムアウト時、

セット間に休憩する場合は、壁際に寄ること。フロアにおいて足

を投げ出して休憩すると非常に見栄えが悪い。観客の視界に入ら
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ない所で休憩すること。  

 

５．競技者のユニフォーム、及びアンダーシャツ等の取り扱いについて 

（１）ＪＶＡ制定ユニフォーム規定の通りとする。 

 

６．チーム役員の服装 

（１）公式競技を重んじて、部長・監督は原則として季節に応じた正装

とする。但し、トレーニングウェアを着用する場合は、統一され

たものを着用すること。 

（２）部長・監督が正装、コーチ・トレーナー・マネージャーが統一さ   

れたトレーニングウェアを着用してもよい。 

（３）チーム役員は、部長・監督・コーチ・トレーナー・マネージャー 

 章（６cm程度の円台（色は自由）に部・監・Ｃ・Ｔ・Ｍの文字を 

入れたもの）を左胸に付けなければ、ベンチに着席出来ない。 

（４）ジーンズ等の競技会にふさわしくないと判断される場合は、ベン

チに入ることは許されない。 

 

７．給水のためのタイムアウトについて（全日本学連通達） 

熱中症予防の観点から、室温温度が３０度以上の場合、「給水のため

のタイムアウト」を採用する。 

採用するタイミングは各試合のプロトコール前の室温温度とする。

取扱いは次のようにする。  

（１）大会では、各セットにおいて、リードするチームが６人制１３点、

最終セットは８点（３セットマッチの場合は１３点）で３０秒間

の給水のためのタイムアウト(以下ＷＴＯ)が自動的に適用される。

その際、副審が吹笛をし、コートを退くよう促し計時をする。ハ

ンドシグナルは示さない。  

（２）このＷＴＯは給水を目的とするものであり、その間選手はウォー

ムアップエリア付近で給水を行う。またチームスタッフはベンチ

に座っていることとし、選手に指示することはできない。  

   （給水を行うか否かの判断は、選手本人の意思による。給水を行わ

なくても同エリア付近にとどまること。控えの選手も同様である。）  

（３）第５セットは、８点でチェンジコートをした後に引き続きＷＴＯ

となる。（３セットマッチの場合は１３点）その際、主審側を通っ

てコートを移動したチームがベンチ側のサイドラインを通過した

時点で、副審が吹笛し計時を始める。  

（４）正規の中断の要求やリベロリプレイスメントよりもＷＴＯを優先

する。正規の中断やリベロリプレイスメントを行う場合は、ＷＴ

Ｏの後にその手続きをする。  

 ※東北学連では、ＷＴＯの適用については、室温 30度以上に限らず、

学識役員および学連委員の判断で弾力的に運用を行う。 

 

８．各会場の使用について 

（１）土足厳禁エリアは、各会場で掲示するので、厳守すること。 

（２）アリーナ以外の（トレーニングルームなど）他の施設の使用を禁

止する。 

（３）ロビーなどの共用施設も含め、他の利用者に迷惑がかからないよ

うに注意すること。（ボールの使用は厳禁） 

（４）喫煙は、指定の喫煙所を利用すること。（会場内禁煙の場合は、一

切喫煙を禁止する） 

（５）各会場の指定された駐車場を利用できるが、台数が限られている

ため、満車の場合は、近くの民間有料駐車場を利用すること。（付

近の道路および商業施設への駐車は厳禁） 

（６）机・椅子等の備品は、許可なく移動・搬入しないこと。 

（７）設備・器物を破損した場合には、必ず本部まで申し出ること。 

（８）ゴミは各チームで必ず持ち帰ること。また、会場内やコンビニな

どに捨てないこと。 

以上 
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自然災害時の 

大会の開催基準について 
 

2020年 1月 25日制定 

 

１．実施の基準 

（１）大会は、公共交通機関で移動できる状況の場合に実施する。 

（渋滞や事故などの理由の輸送障害により、開始時刻に会場に到

着できない場合は、チームは早めに学連事務局へ連絡する。その

場合は試合順の変更などで対応する。） 

（２）警戒すべき事項が発生した時点で、大会委員長は、学連事務局に

指示し、会場校とともに状況把握に務めるとともに、参加チーム

および関係者に対して、開催についてスムーズに行動できるよう

通知する。    

 ①「早期注意情報（警報級の可能性）」が出された場合  

 ②台風の進路に当たる場合  

 ③公共交通機関が計画運休を検討している場合 

 

２．中止の判断基準（最終判断は、試合開始３時間前を目途にする） 

（１）気象庁より気象等に関する特別警報が発令された場合や開催地の

自治体から避難勧告（警戒レベル４）が発令された場合は、速や

かにその日の開催を中止する。    

 ※警戒レベルとの関係（大雨・洪水）   

    大雨特別警報・・・【警戒レベル５相当】  

    土砂災害警戒情報・・・【警戒レベル４相当】  

    大雨警報（土砂災害）・洪水警報・・・【警戒レベル３相当】

    大雨注意報・洪水注意報・・・【警戒レベル２】  

（２）上記以外でも、チームの移動および開催に多大な影響が生じた場

合は、大会委員長、競技委員長、審判委員長が協議したうえで、

中止の判断をする場合がある。 

 

３．中止とした場合の対応 

（１）大会委員長は、学連事務局に指示し、電話連絡等で参加チームお

よび関係者に対して中止決定を通知する。あわせて連盟ホームペ

ージにも掲載をする。 

（２）中止した場合に 参加チームのチーム旅費及び宿泊費は補填しな

い。 

（３）代替日程の設定 

・男女１部は、東日本および全日本インカレの出場順位に影響する

ことからできる限り早く日程消化を行う。その場合、平日開催も

ありうる。 

  ・２部以下については、１か月程度を目途に延期できる。 

（出場チームの日程調整と会場および審判員の手配に時間を設け

るため） 

  ・入替戦についても日程を変更する。（１か月程度を目途）  

以 上  
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推薦チーム内規 
 

2017年 5月 10日制定、 

2017.10.20改正、2023.1.21改正、 

第１条 〔目 的〕 

この内規は、日本バレーボール協会および東北バレーボール協会

（以下、協会）ならびに全日本大学バレーボール連盟（以下、全

日本学連）が主催する大会に東北大学バレーボール連盟（以下、

当連盟）が、推薦（シード）チームおよび出場順位に関する手続

きなどを定めることを目的とする。 

 

第２条 〔対象大会〕 

当連盟が推薦（シード）チームおよび出場順位を決定する大会

は、次の通りとする。 

 ① 全日本大学バレーボール選手権大会（全日本インカレ） 

 ② 東日本大学バレーボール選手権大会（東日本インカレ） 

 ③ 天皇杯・皇后杯 東北ブロックラウンド 

 ④ その他、協会及び全日本学連より推薦要請があった大会 

 

 第３条 〔決定方法の原則〕 

① 全日本インカレの出場権は、春季・秋季リーグおよび東日

本インカレの順位をポイント化し、その合計点で順位を決

定する。また、全日本インカレのシード順位の決定の際も

このポイントを用いる。ただしポイント合計点が同点の場

合は、直近のリーグ戦の最終順位上位チームをポイント上

位とする。 

    ② 前条②③④の大会における推薦（シード）チームおよび出

場順位は、直近のリーグ戦の最終順位によって決定され

る。 

    ③ 対象大会に参加しないチームがある場合は、下位のチーム

が繰り上がるものとする。 

④ リーグ戦の最終順位は、直後の入替戦による入替は含ま

ない。 

 

第４条 〔改 正〕 

本内規を改正しようとするときは、理事会の決議により、これを

行う。 

 

附 則 

本内規は、２０１７年春季リーグより適用する。 

以上 

 

 

  

 

（全日本インカレの出場枠について） 

 ・東北学連の全日本インカレ出場の「学連枠」が４の場合 

 ・東日本インカレのベスト８に入った場合にそのチーム分枠が 

増える 

 （例） 

  東日本インカレにおいて、１チームがベスト８に入った場合は 

  東北学連の全日本インカレの出場枠は １チーム ＋ ４チームで

５チームとなる 

  なお、東日本インカレで出場権を得たチームは全日本インカレの出

場権を得たものとする 
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細 則 〔各大会の決定方法〕 

 

（１）全日本インカレ 

① 出場権は、春季・秋季リーグおよび東日本インカレの順位を 

ポイント化し、その合計点で順位を決定する。ただしポイン 

ト合計点が同点の場合は、直近のリーグ戦の最終順位上位チ  

ームをポイント上位とする。 

 

（ポイント） 

男子リーグ戦 

 １部 
１位 

１部 
2位 

１部 
3位 

１部 
4位 

１部 
5位 

１部 
6位 

１部 
7位 

１部 
8位 

春季 14 13 12 11 10 9 8 7 

秋季 21 19.5 18 16.5 15 13.5 12 10.5 

 

 2部 
１位 

2部 
2位 

2部 
3位 

2部 
4位 

2部 
5位 

2部 
6位 

春季 6 5 4 3 2 1 

秋季 9 7.5 6 4.5 3 1.5 

 

女子リーグ戦 

 １部 
１位 

１部 
2位 

１部 
3位 

１部 
4位 

１部 
5位 

１部 
6位 

春季 12 11 10 9 8 7 

秋季 18 16.5 15 13.5 12 10.5 

 

 2部 
１位 

2部 
2位 

2部 
3位 

2部 
4位 

2部 
5位 

2部 
6位 

春季 6 5 4 3 2 1 

秋季 9 7.5 6 4.5 3 1.5 

 

  

東日本インカレ 

 優勝 準優勝 ベスト４ ベスト８ 

成績 5 4 3 2 

     ※東日本インカレで出場権を得た（ベスト８以上）チーム

は、最終の合計点にかかわらず、全日本インカレの出場

権を得たものとする。 

 

（２）東日本インカレ 

① 春季リーグの最終順位により、推薦（シード）チームを決定

する。 

 

（３）天皇杯・皇后杯 東北ブロックラウンド 

  ① 春季リーグの１部１位、２位のチームを推薦チームとする。 

② ①のチームが不参加の場合は、次位を推薦チームとする。 

  ③ 当連盟出場枠が増えた場合は、春季リーグの最終順位でこれ

を決定する。 

 

以上 

 


